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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
平
成
最
後
の
年
で
あ
り
、
５
月
か
ら
は
新
し
い
元
号
に
改
ま
り
ま

す
。
心
新
た
に
、
あ
わ
ら
市
も
大
き
な
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
年
が
明
け
、
２
０
２
３
年
春
の
北
陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
開
業
ま

で
４
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
昨
年
７
月
に
策
定
し
た
「
芦
原
温

泉
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
駅
お
よ
び
駅
周
辺
を
、
福
井

県
の
北
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
結
節
点
と
魅
力
発
信
拠
点
と
し
て
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、
市
民

と
来
訪
者
が
集
い
、
と
も
に
憩
え
る
エ
リ
ア
と
な
る
よ
う
着
実
に
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
、
世
界
か
ら
人
を
呼
び
込
む
国
際
的

な
観
光
地
を
目
指
し
た
「
あ
わ
ら
市
観
光
振
興
戦
略
」
や
、
集
落
活
動
の
維

持
・
活
性
化
に
向
け
た
「
あ
わ
ら
市
ま
ち
・
む
ら
・
と
き
め
き
プ
ラ
ン
」
な

ど
に
基
づ
き
、
新
幹
線
開
業
効
果
を
市
内
全
域
に
波
及
さ
せ
る
施
策
も
併
せ

て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、「
平
成
30
年
豪
雪
」
を
は
じ
め
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」「
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
な
ど
、
全
国
的
に
自
然
災
害
に
関
す
る
話

題
が
多
く
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
関
心
や
期
待
が
一
層
高
ま
っ
た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
各

集
落
の
自
主
防
災
組
織
や
住
民
同
士
で
助
け
合
う
「
共
助
」
の
精
神
を
基
に

体
制
を
強
化
し
、
災
害
に
強
い
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」

国
体
・
大
会
で
は
、
開
催
県
と
し
て
３
大
会
ぶ
り
の
天
皇
杯
を
獲
得
し
、
あ

わ
ら
市
開
催
競
技
で
も
、ゴ
ル
フ
競
技
が
初
の
総
合
優
勝
を
獲
得
す
る
な
ど
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、開
催
期
間
中
、

皇
太
子
殿
下
と
高
円
宮
妃
殿
下
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
本
市
に

と
っ
て
、
非
常
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
来
年
に
は
「
東
京
２
０
２
０
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
北
陸
新
幹
線
芦
原
温

泉
駅
開
業
後
の
２
０
２
５
年
に
は
「
大
阪
万
博
」
の
開
催
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。世
界
各
国
か
ら
訪
れ
る
大
勢
の
観
光
客
を
本
市
に
お
迎
え
す
る
た
め
、

今
後
、
温
泉
や
食
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の
魅
力
に
磨
き
を
掛
け
、
国

内
外
へ
積
極
的
に
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
新
た
に
迎
え
た

こ
の
１
年
も
10
年
先
、
20
年
先
を
見
据
え
て
、
皆
さ
ま
が
夢
や
希
望
を
持
っ

て
笑
顔
で
元
気
に
暮
ら
す
「
誰
も
が
と
き
め
く
あ
わ
ら
市
」
の
実
現
を
目
指

し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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つ

JR 芦原温泉駅東側市道の長期間通行止めについて
　北陸新幹線芦原温泉駅開業に向けた工事のため、次のとおり、駅東側の市道は歩道以外が通行止めとなります。原則、夜間
開放となりますが、作業状態によっては、夜間通行止めや通行止め期間が延長になる場合もあります。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
と　き　Ａ区間（金沢方面）：2019 年２月１日～ 2020 年５月 31 日　８時～ 18 時

Ｂ区間（福井方面）：2019 年５月１日～ 2020 年５月 31 日　８時～ 18 時
ところ　あわら市自由ヶ丘一丁目、自由ヶ丘二丁目地係
問合せ　建設課　管理 G　☎ 73-8031

〈北陸新幹線工事の窓口〉あわら鉄道建設所（発注元）　☎ 43-0250　　熊谷 JV（施工業者）　☎ 43-6137

ふるさと納税 に関するお知らせ

同窓会でのふるさと納税 PR
にご協力ください！
　ふるさと納税は、現在自分が住んでいる場
所だけでなく、生まれ育ったふるさと、お世
話になった場所、思い出のある場所を、寄付
という形で応援できる制度です。寄付金は、
寄付者の選択した事業に使われ、市民サービ
スの向上につながっています。そのため、市
では、ふるさと納税に力を入れています。
　市外・県外の人が集まる同窓会の場で、ふ
るさと納税の PR をお願いします。チラシの配
布など、PR にご協力いただける場合は、ご連
絡ください。

ふるさと納税返礼品 募集
　市では、ふるさと納税（あわら市では「ふるさとあわらサポート基金」とし
ています）への寄付者に送る返礼品を提供していただける協賛事業者を募集し
ています。募集の詳細については、募集要項をご覧ください。募集要項は政策
課に配置しているほか、市のホームページからもダウンロードできます。
対　象

製造、加工、販売、サービスなどを行っている市内の事業者
協賛事業者のメリット
・返礼品パンフレットやホームページなどを通して、事業者名・

商品名を市が PR します。
・返礼品発送時にパンフレットを同封するなど、自社商品の販売

促進・PR ができます。
寄付金額 返礼品の額（消費税込み・送料別）

5000 円～ 寄付金額の３割以下
※ 返礼品の代金（定額）は市が負担します。

JR 芦原温泉駅

市
営
東
口
駐
車
場 Ａ Ｂ

エイチアンドエフ

３月 31 日をもって日曜窓口業務を終了します
　あわら市では、平成 18 年３月から、毎週日曜日に証
明書発行業務を行ってきましたが、県内他市町の休日窓
口の現況や、マイナンバーカードの普及により、休日に
もコンビニエンスストアで証明書を取得できることなど
から、平成 31 年３月 31 日をもって終了させていただ
きます。
　なお、毎週火曜日 19 時までの延長業務や、平日の電
話予約業務は引き続き行います。

▼延長業務（本庁での証明書発行業務のみ）
毎週火曜日　17 時 15 分～ 19 時

（祝日・年末年始を除く）
▼電話予約業務（住民票・所得証明書のみ）

受付時間　平日　８時 30 分～ 17 時
交付時間　平日　17 時 15 分～ 19 時

休日　９時～ 17 時
問合せ　市民課　窓口Ｇ　☎ 73-8014

問合せ　政策課　企画 G　☎ 73-8005
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